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1. 派遣大学の概要 

大学名：ケンブリッジ大学 

設立年：1209年 

学生数：約2万人(内留学生数：約8,000人) 

ノーベル賞受賞者数：120人(世界2位) 

世界大学ランキング：第2位 (QS World University Rankings 2024) 

特色：ケンブリッジ大学はアイザック＝ニュートンやチャールズ＝ダーウィンを含む数多くの著

名な研究者を輩出してきた名門大学で、現在も世界中から多くの学生が学びに来ています。カレ

ッジ制を採用しており、昔はカレッジごとに生活、教育が一貫して行われていました。現在でも

入学試験はカレッジごとに行われています。街の中に大学の施設が点在していることも特徴的で、

その町並みはよく”街の中に大学がある”と謳われています。実際に街中には古風な建築と自然が

バランスよくちりばめられており、散策しているだけで優雅な気分になることができます。立地

も比較的よく、イギリスの交通の要所であるキングス＝クロス駅まで約50分の直通電車もあるた

め、イギリス中どこに行くにも便利です。 

 

2. 留学準備等 

本留学にはビザが不要なうえ、保険の加入や奨学金、必要書類等に関しては国際交流支援チー

ムの方が案内してくださったので、出発前に行うことの最優先事項は留学先研究室の決定と滞在

する住居の確保、旅券の購入でした。 

留学先研究室については、自身の専門分野に関係する研究を行っている研究室をピックアップ

し、教授にメールで直接連絡を取り、受け入れ許可を得ることで決定しました。住居の確保につ

いては、大学の公認サイトであるAccomodation serviceを用いて利用可能なホームステイ先を見つ

け、その都度メールを送っていました。1カ月前から探し始めたのですが、3カ月という短期滞在

者を受け入れてもらえる場所は少なく、かなり苦戦しました。旅券の購入は直前になると高騰す

ることは分かっていたため、3カ月前には済ませておきました。 

その他にも、昨年同大学に留学した先輩にコンタクトレス決済に対応しているクレジットカー

ドは必須だという話を聞いていたので、その発行も済ませておきました。また、到着後の研究を

滞りなく進められるように現地のPhD学生とのディスカッションやメールでのやり取りを繰り返



して研究テーマを練るとともに、研究分野の勉強のためにその分野の論文を読み込んでおきまし

た。 

 

3. 研究 

概要 
慢性創傷治療のための電圧応答性積層繊維の作製

に取り組みました。具体的には、慢性創傷治癒を促進

する成長因子(FGF-1)をコアに組み込んだコアーシェ

ル繊維と導電性繊維を順にプリントし、導電性繊維に

電圧を印加することで必要に応じて患部に成長因子

を投与できるシステムです。従来の電気泳動を用いた

薬剤送達システムには、薬剤内包フィルム上に導電性

フィルムを積層したものや導電性高分子を混ぜた繊

維がありましたが、本システムはそれらの欠点である患部の観察が難しい点、低い通気性、成長

因子以外の物質の幹部への放出の全てが抑えられると考えられます。 

 

経過と成果 

まず、成長因子を長期間放出することなくパッキン

グできる高分子材料を決定するための膨潤試験を行い

ました。その結果、エチルセルロースとキトサンの膨

潤率が最も低かったため、これらの高分子をシェルに、

成長因子と同じく電気泳動を示す蛍光色素

(FITC-Dextran)をコアに用いた繊維を導電性基板上に

プリントし、共焦点レーザー顕微鏡を用いてPBS中で

の放出挙動を観察しました。この際、1Vの直流電圧を

印加することで、印加/非印加時の放出挙動の変化の調

査を行いました。その結果、電圧印加前後での放出速

度が著しく変化することが確認されました。また、導電性基板の代わりに用いる導電性繊維の印

刷を行い、その電気的特性と耐久性についての実験も行いました。 

 

課題と展望 

現時点では連続的なコアーシェル構造を持った繊維をプリントする再現性が低いため、プリン

ト時の溶液の押出速度とノズルの移動速度の最適化を行う必要があります。また、プリント後の

繊維の構造と詳細な放出メカニズムについての実験、考察が不十分なため、孔径や化学構造、結

晶化度などの情報が必要です。 

今後は、エチルセルロースを用いた成長因子の放出実験と生体内試験を進め、中性条件でFGF-1

と反対に帯電するキトサン繊維についても、今回用いたFITC-Dextranと反対の符号を持つ蛍光色

素を用いて放出実験を行うべきだと思います。 

 

 

研究の概略図 
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電圧印加前後での放出量変化 



4. 研究室内外の活動・体験 

研究室活動 

街の西部にあるCavendish Laboratoriesの一角にあるNanoscience Centreの中の研究室に所属して

おり、午前10時から午後6時前後まで研究をし、自転車を使って登下校していました。研究室メン

バーそれぞれが個性的な研究テーマを持っているうえ実験室も離れているメンバーが多かったた

め、全員と親密にコミュニケーションを取っていたわけではないですが、とてもフレンドリーで

協力的な人が多く、常にそういったメンバーたちに支えられながら研究を進められました。 

具体的には1人のPhD学生に指導してもらい、毎日メールおよび対面でのディスカッションを行

ったうえで実験を進めていきました。最後の1カ月間は担当のPhD学生が多忙でいなかったため、

教授に適宜ディスカッションをしていました。研究自体は順調に進むことの方が少なかったです

が、まじめに取り組んでいた甲斐もあってメンバーのアドバイスを沢山もらい、より良い方向に

進められたと思います。 

最後の週には、研究室メンバー全員の前で3カ月間の研究成果について発表する機会をいただき

ました。とてもハイレベルな発表に混ぜてもらったため緊張しましたが、プレゼンに対する指摘

も頂きつつも、とてもうまく纏められていると褒めていただきました。 

また、最終日には教授とPhD学生から手書きのメッセージカードをもらいました。本当に人に

恵まれた研究室生活だったなと心から感じています。 

  

グループのメンバーと 最終日に貰ったメッセージカード 

 

  
Nanoscience centre 研究室と住居、街の中心部の位置関係 



研究室外での経験 

   

a)ロンドンのマーケット, b)ロンドンの老舗百貨店3店舗の内装, c)ウィンブルドン選手権の

センターコートチケット 

休日は電車で街から出て様々な都市に観光に行きました。中でもロンドンのマーケットや百貨

店、ミュージカルには留学前から強いあこがれを抱いていたため、ロンドンだけでも10回以上観

光しました。 

中でも、ウィンブルドン選手権の観戦に行き、試合開始の1日以上前から根気強く並んだ結果、

ジョコビッチ選手の試合を目の前で見ることができたことがとても強く印象に残っています。そ

の待機時間では積極的に周りの人に声をかけ、お互いのライフスタイルの話からテニスの話まで、

日が暮れるまで語り合いました。そこで仲良くなったうちの一人と後日ロンドン観光をしたのも

良い思い出です。 

  

Liverpoolの Pubにて ウィンブルドンで知り合ったうちの 1人と 

  

本場のイタリアン パリのワインバーにて 

ロンドンの他にはエディンバラやグラスゴーといったスコットランドの都市やリヴァプールや

ブライトン、バースなどの都市を観光しただけでなく、1週間だけ休暇をもらい、フランスやイタ

リアにも足を延ばし、イギリスとの文化の違いも体感しました。その中では、リヴァプールを訪

れた時にPubで現地の熱狂的なファンとお酒を飲んで語り合うことで現地の人たちの温度感に触



れたり、イタリア、フランスの食に触れたりしたことが最も思い出深く心に残っています。 

 

5. 住居とフラットメイト 

   

a)住居の立地, b)イタリア人のフラットメイトに教えてもらって作った本場のアルデンテパ

スタ, c)フラットメイトに教えて作ってもらったお好み焼き, d)大家さんからのメッセージ 

 

留学中の3カ月間はケンブリッジ大学公認のAccomodation serviceで見つけたホームステイ先の1

部屋を借りて滞在していました。街の中心地から南西に外れた閑静な住宅街に位置し、徒歩で中

心地にも芝生の広がる公園にもアクセスできたため、余暇時間を過ごすには最適だったと思いま

す。自分の部屋以外にも3つベッドルームがあり、短期のVisitor(2～6カ月)が入れ替わって滞在し

ていました。 

ホームステイのため当然シャワールームとキッチンが共用で、フラットメイトとは基本的にキ

ッチンでコミュニケーションを取っていました。フラットメイトの出身国がそれぞれ異なってい

たため、各々の出身国の郷土料理を作りあったのはとても思い出に残っています。主にインド人

学生とイタリア人学生とコミュニケーションを多くとっていたのですが、二人とも日本にかなり

興味を示しており、お好み焼きや親子丼、蕎麦の作り方を教えるととても喜んでくれました。逆

にそのイタリア人学生に、イタリアに行って食べたアルデンテパスタに感動したこと話すとすぐ

にレストラン顔負けのパスタを振舞ってくれました。 

大家さんとも出校時や帰宅時に毎日のようにコミュニケーションを取りました。趣味で手芸や

家庭菜園をされており、織ったマフラーを見せてくれたり、育てた果実を振舞ってくれたりしま

した。また、大学開講のセミナーなどに積極的に参加されており、近年の技術やSDGsにも造詣が

深かったことが特に印象的です。 

最終日には、大家さんから日常生活に関するアドバイスの書かれたメッセージカードをもらい

ました。今後はこのことを肝に銘じて生活していきたいと思います。 

 

6. 費用 

今年は円安と世界的なインフレのダブルパンチで、留学にかかる全ての費用が高額でした。 

費用概算 

住居費(3カ月分) 航空費 食費 現地交通費 保険料 

\400,000 ¥300,000 ¥200,000 ¥100,000 ¥50,000 

航空券については例年より特に高騰しており、直行便を選択するとこれ以下に抑えることは出

来なかったと思います。食費と交通費についても留学中の自炊やRail cardの購入によって浪費を抑

えることができました。住居費に関してはより前段階から準備をしていれば安く抑えられたので

はと後悔しています。 

 

7. 今回の留学から得られたもの、後輩へのメッセージ 

私は本留学を通して、主に大きな自信と探求心が身に付いたと感じています。世界トップレベ

ルの環境のサポートを受けながら研究ができたことは自身に繋がった大きな理由なのは間違いな



いですが、自分から積極的に行動して構築した人間関係も誇りに思っています。 

また、そうしてできた友人と何度も話すことで、人や地域によって異なったライフスタイルや

文化に興味を持ち、自分自身と照らし合わせるようになりました。こうした経緯から、留学後も

新しいライフスタイルや考え方を模索してみようと考えるようになりました。 

しかし、細かいことではありますが、日本に興味を持っている人が想像より遥かに多かったた

め、もっと日本のことについて沢山話せるような知識を蓄えておくべきだったな…という後悔も

あります。 

これから留学に行きたいと考えている人がもしこれを読んでいたら、留学の際は是非、現地の

人や学生の温度感や文化にじかに触れ、自分と照らし合わせてみてほしいです。行ったことのな

い場所や観光地を巡ることも魅力的ですが、人とのかかわりが特に一人で留学する際の醍醐味だ

と思いますし、新たな発見が待っていると思います。 

 

8. 今後のキャリア形成にどう生かしていきたいか 

 私は兼ねてより、研究者としてのキャリアを目指すかビジネスパーソンとしてのキャリアを目

指すかを決めかねていました。そんな中で本留学を通じて、私は世界トップレベルの技術者の新

しい技術への貪欲さと満ち溢れるエネルギーに心を打たれたとともに、日本企業や日本の大学の

プレゼンスの低さに悔しさを覚え、”世界に負けてはいられない”、”日本の産業を支えたい”と以

前よりも強く思うようになりました。 

そこで私は本留学で得た大きな自信と探求心、国際協働力を活かして世界を相手に闘える人材

になることを目標にキャリアを築き、将来的には日本の化学メーカーの看板を背負ってその存在

感を高めていきたいと考えています。 

 

9. 謝辞 

本留学にあたり、本当に多くの方々にお世話になりました。 

まず、私を奨学金の受給者として採用してくださりましたTazaki財団様に深く感謝申し上げま

す。前述の通り、留学には非常に厳しい情勢であったため、私には金銭的な不安が常にのしかか

っていました。そんな中、委託型奨学金という形で多額の支給を賜ったお陰様でとてもアグレッ

シブで充実した留学生活を送ることができました。貴財団の奨学制度に採択されていなければ、

国際感覚や異文化適応力もこれほどまでに磨くことは出来ませんでした。重ねて感謝申し上げま

す。 

次に所属研究室の松本英俊教授と先輩方には、SERP応募の際の書類添削や面接対策をして頂い

ただけでなく、留学中も常に私のことを気にかけて下さいました。本当にありがとうございまし

た。 

SERPの担当教員様および国際交流支援チームの方々には、プログラムの採択から留学準備、さ

らには留学中のサポートまでしていただき、現地での安全な生活を送ることができました。深く

御礼申し上げます。 

Additionally, I am deeply grateful to Prof. Shery Huang for accepting me as a visitor and giving me 

chances to have useful discussions. I thank the group members for supporting everything about my 

research during my stay.  

I would also like to thank the landlord for accepting me despite it being a short stay. The relationships 

I built there came to irreplaceable. 

最後に、初めての海外経験にも関わらず温かく送り出してくれた家族に感謝するとともに、本

留学に関わる全ての方に重ねて御礼申し上げます。 


